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Less invasive surgical intervention for cleft lip and palate facilitated normal spee
ch without interfering significantly with maxillofacial growth

１０１８１８６９研究者番号：

三古谷　忠（Mikoya, Tadashi）

北海道大学・大学病院・准教授

研究期間：

２３５９２９１１

平成 年 月 日現在２６   ５ ２１

円     2,800,000 、（間接経費） 円       840,000

研究成果の概要（和文）：北海道大学病院高次口腔医療センターでは二段階口蓋形成術を、当院形成外科ではpushback
法を用いたプロトコールによる口唇口蓋裂治療を実施してきた。2施設の咬合関係の成績を比較検討した。二段階群は
上顎のcollapseの小さい傾向があることが示された。また、当センターでは二段階口蓋形成手術初回手術に修正を加え
Furlow法による軟口蓋閉鎖とともに硬口蓋後方1/2までを閉鎖する術式としその言語成績を検討した。国内他施設にお
ける二段階法と比較して術後の鼻咽腔閉鎖機能は良好で異常構音の発現頻度も低かった。初回手術時に硬口蓋の1/2ま
でを閉鎖して未閉鎖部の鼻口腔交通部が狭小化したためと推測された。

研究成果の概要（英文）：The patients in the Dept.Oral and Maxillofacial Surgery underwent two-stage palato
plasty with delayed hard palate closure, and the patients in Dept.Plastic Suurgery underwent one-stage pus
hback palatoplasty. The distributions of the 5-Year-Olds scores and the Huddart/Bodenham scores in both de
ciduous molar parts showed better results in the two-stage group. This indicates that the two-stage protoc
ol could prevent maxillary constriction. In the first operation of two stage palatal repair, not only soft
 palate but also posterior half of the hard palate were closed simultaneously using modified Furlow method
. Velopharyngeal competency was relatively good and the incidence of articulation disorders was low in the
 previous reports of domestic centers adopting two-stage palatoplasty. It was thought that narrowing of th
e remaining oro-nasal communication in the hard palate was facilitated.
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１．研究開始当初の背景 
（１）顎発育を考慮した唇顎口蓋裂治療の導
入 
口唇口蓋裂治療において，一次治療の時期や
術式，術者の習熟度は正常構音の獲得や顎発
育の予後に大きな影響を与えるとされる．こ
れまでに多種多様な一次治療の手法が提唱
され，それらの有用性について多くの議論が
なされてきたが，いまだ有効な治療法の確立
には至っていないのが現状である。1994 年ま
での北海道大学歯学部付属病院（現在の北海
道大学歯科診療センター）における口唇口蓋
裂診療では言語の改善を最優先課題として，
Wardill-Kilner 法に基づき粘膜骨膜弁を剥
離する pushback 法による口蓋形成術を行っ
てきたが，不可逆的に顎発育障害を後遺する
ことが明らかとなった．そこで，北海道大学
病院高次口腔医療センター（以下，当センタ
ー）では，1995 年から言語および顎発育の問
題の双方を充足させるために，チューリッヒ
システムに準じて Hotz 床を用いた術前顎矯
正治療と二段階口蓋形成術を組み合わせた
治療プロトコールを導入して口唇口蓋裂治
療を実施してきた． 
（２）二段階口蓋形成手術を施行した唇顎口
蓋裂症例の言語管理 
当センターでは当初、初回手術はチューリッ
ヒシステムに準じて硬軟口蓋移行部までに
とどめ硬口蓋未閉鎖部にはほぼ全例に閉鎖
床の装着を行っていた。しかしながら、術後
の可及的早期に閉鎖床を装着し、かつ呼気鼻
漏出を確実に防止する適合性を維持するよ
う外来管理をしていくことは必ずしも容易
ではなかった。術後に床適応が必要と判断さ
れても床を維持する乳臼歯萌出を待たねば
ならない症例や広大な北海道という地理的
状況から遠隔地在住患者では適切な通院管
理ができず適合調整が不十分となる症例が
少なからずみられ、予定する第二回手術（硬
口蓋閉鎖）時期まで待てずにかなり早い時期
に閉鎖手術を余儀なくされた症例もあった。 
 
２．研究の目的 
（１）二段階口蓋形成術施行群と一段階口蓋
形成術施行群との歯列弓関係の比較 
北海道大学病院高次口腔医療センターでは、
Hotz 床を用いた術前顎矯正治療と二段階口
蓋形成術を組み合わせたプロトコールを用
い、当院形成外科では Hotz 床による術前顎
矯正治療と pushback 法を併用したプロトコ
ールによりそれぞれ一貫した口唇口蓋裂治
療を実施してきた。これら 2施設の異なる一
次治療プロトコールにより治療を行った片
側唇顎口蓋裂症例の咬合関係の成績を比較
検討した。 
（２）二段階口蓋形成手術を施行した唇顎口
蓋裂症例の言語成績の検討 
閉鎖床の適応症例を限定化させるとともに
言語面における悪影響を低減させることを
意図して 2003 年 11 月以降、初回手術の術式

に修正を加えて Furlow 法による軟口蓋閉鎖
とともに硬口蓋後方1/2までを閉鎖する術式
とした。本手法による二段階口蓋形成手術法
を実施した唇顎口蓋裂の連続症例を対象と
し 4歳時および 5歳時の鼻咽腔閉鎖機能, 異
常構音の出現頻度とその種類について評価
検討した。 
 
３．研究の方法 
（１）二段階口蓋形成術施行群と一段階口蓋
形成術施行群との歯列弓関係の評価 
合併異常なしの基準を満たす片側完全唇顎
口蓋裂とした。1995 年から登録された症例、
二段階群 31 例、一段階群 37 例であった。上
下顎の歯列模型を 5-year-old index と
Huddart/Bodenham index により評価した。 
（２）二段階口蓋形成手術を施行した唇顎口
蓋裂症例の言語成績の評価 
二段階口蓋形成手術法の初回手術を施行し
た片側ならびに両側唇顎口蓋裂の連続症例
39 例である。術後、硬口蓋未閉鎖部に閉鎖床
を装用したものは 39例中 18例(46.2％)であ
った。4 歳時と 5 歳時において、鼻咽腔閉鎖
機能を良好,ほぼ良好,不良の 3段階に評価し、
また、構音を音節,単語,文章,会話について
評価した。 
 
４．研究成果 
（１）二段階口蓋形成術施行群と一段階口蓋
形成術施行群との歯列弓関係の成績 
5-year-old index の score 分布に有意差を認
めた。 Huddart/Bodenham index の major 
segment の平均 score に有意差を認めた。二
段階群は上顎の collapse の小さい傾向があ
ることが示された。しかし、両 index の total 
score の平均値に有意差がなく熟練者が適切
なプロトコールにしたがい治療すれば口蓋
形成術の時期や方法が異なっても比較的良
好な結果を得ることができるのではないか
と考えられた。 
（２）二段階口蓋形成手術を施行した唇顎口
蓋裂症例の言語成績 
鼻咽腔閉鎖機能獲得率は良好とほぼ良好合
わせて 4歳時で 87.2%, 5 歳時で 89.7%であっ
た。異常構音の発現頻度は 4歳時で 59.0%, 5
歳時で 56.4%であった。異常構音の内訳では、
4歳時で口蓋化構音50.0%, 声門破裂音35.7%
であった。5 歳時で口蓋化構音 48.0%, 声門
破裂音 32.0%であった。国内他施設における
二段階法と比較して術後の鼻咽腔閉鎖機能
は良好で異常構音の発現頻度も低かった。こ
れは初回手術時に硬口蓋の1/2までを閉鎖し
たことにより、前方未閉鎖部の鼻口腔交通部
が狭小化した症例が多くなったためと推測
された。 
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